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（株）神戸製鋼所 

設備集約による省エネの取組について 
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◆神戸製鋼の概要 

神戸製鉄所 

加古川製鉄所 

創 立  1905年9月1日 

資 本 金   2,509億円（2016年3月31日現在）  

売 上 高   18,228億円 （2015年度）   

子 会 社  212社（2016年3月31日現在）  

従業員数  
 連結 36,338人（単体 10,833人） 

 （2016年3月31日現在）  

株式会社 神戸製鋼所の概要 
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◆神戸製鋼の概要 

神戸製鉄所 

加古川製鉄所 

エンジニア 
リング 

建設機械 電 力 その他 

事業構成 

神戸製鉄所 

加古川製鉄所 

高砂製作所 

高炉一貫製鉄所。 
厚板、薄板、線材、銑鉄を生産。 

高炉一貫製鉄所。 
線材、棒鋼を生産。 

電炉。 
鋳鍛鋼、チタン、鉄粉を生産。 

機  械 鉄 鋼 ｱﾙﾐ･銅 溶 接 
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◆製鉄所の上工程集約 

粗鋼生産120万㌧/年（線材･棒鋼） 

神戸製鉄所 

粗鋼生産580万㌧/年（線材･薄板･厚板） 

加古川製鉄所 

・2017年に両製鉄所の製造工程を集約。 
   神戸製鉄所の上工程を休止し、加古川製鉄所へ集約する。 
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加古川製鉄所 

神戸製鉄所 



◆現行の生産体制 

棒鋼 

線材 

線材 

薄板 

厚板 

加古川から鋼片を横持ちして 
神鉄で鋼片手入と圧延実施 

90㌧/ﾁｬｰｼﾞ 

250㌧/ﾁｬｰｼﾞ 
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上工程 下工程 

上工程 下工程 



◆上工程集約後の生産体制 

棒鋼ミル

第７線材ミル

溶鋼処理 第２連鋳 第２分塊第２高炉 溶銑処理 転炉

新ﾌﾞﾙｰﾑ連鋳

第３連鋳 薄板ミル

第４連鋳
No.1ｽﾄﾗﾝﾄﾞ

第４連鋳
No.2ｽﾄﾗﾝﾄﾞ

第３高炉

厚板ミル

神戸製鉄所

第１分塊

加古川製鉄所

内容積

5,400㎥

内容積

4,500㎥

＊主原料の鉄鉱石は焼結工場、ペレット工場で、事前処理。
石炭はコークス炉でコークス製造。

鋼片手入

鋼片手入 第８線材ミル

（能力増強）

新設

第３高炉 溶銑処理 転炉 第３連鋳 第３分塊

第５連鋳

溶鋼処理

＊第３分塊は
一部稼働

内容積

2,112㎥

＊主原料は購入、横持ち
2017年度を目処に休止予定

増設

溶鋼処理

90㌧/ﾁｬｰｼﾞ 

250㌧/ﾁｬｰｼﾞ 
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2017年度を目途に、高炉～分塊設備を休止予定 

新設 新設 

増設 
溶鋼処理 新ﾌﾞﾙｰﾑ連鋳 

第２分塊 

加古川から鋼片を全量横持ち 
して神鉄で鋼片手入と圧延実施 

上工程 下工程 

上工程 下工程 



◆上工程集約による省エネルギー効果 

・ 神戸製鉄所は上工程の休止により、大幅にエネルギー使用量が減少。 

・ 加古川製鉄所は上工程の生産量が増加し、エネルギー使用量が増加するが、 
 上工程の余剰設備能力解消、および最新鋭の連続鋳造設備溶鋼処理設備に 
 よりエネルギー使用量を削減。 

加古川 

神戸 

加古川 

神戸 

集約前 集約後 

約２％程度 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量 

※神鉄と加古川の合計生産量が不変として試算 

・その結果、神戸製鉄所と加古川製鉄所の合計のエネルギー使用量は減少する。 
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